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校訓 ｢優しく たくましく」
校 長

今年度の研究主題
コミュニケーション能力を高める指導方法の工夫・改善

～学び合い、聴き合う授業づくりを通して～

生徒が確かな学力を身に付けるよう、本校では校内授業研究計画を立て、全体研修や
学年研修、小学校と合同研修を行い、全教職員で授業改善に取り組んでいます。指導助
言者として、広島市教育委員会の指導主事様や元祇園東中学校長の北川威子先生をお招
きする予定です。

今年度は、特に、単に知識の詰め込みや定期テストの結果を重視して評価するのでな
く、より一層授業を大切にし、日頃の努力の過程を評価しながら、生徒の「読む力」
「聴く力」「書く力」「考える力」「表現する力」を育てたいと考えます。

卒業後も、生涯にわたって、「学ぶ楽しさ」や「学ぼうとする意欲」を身に付け、た
くましく生きるよう願っています。

また、新しい試みとして、『美中タイム』を設けました。体育祭や文化祭の練習時期
を除いて、毎週水曜日の帰りのＳＨＲを１５分延長し、１４：５０～１５：２０まで課
題テストをしたり、全校一斉に学力補充をします。５月２１日（水）よりスタートしま
す。ご理解のうえ、ご協力よろしくお願いいたします。

学習規律の徹底
①チャイムが鳴る前に、着席し学習の準備をしましょう。（教員も生徒も着ベル）
②学習のはじめと終わりに、気持ちのよい挨拶をしましょう。

「お願いします」「ありがとうございました」
③発表するときは、挙手をして、起立して発表しましょう。言葉遣いや、聴き手の

表情にも気をつけて発表しましょう。
④発表を聴くときは、発表者の方を向いて聴き、自分の意見と比べながら聴きまし

ょう。
⑤小グループの活動を大切にしましょう。

感動体験を大切に
人は、体験をすることで成長します。特に、感動的な体験を味わうと、次はより自主

的で意欲的に行動します。感受性豊かな中学生時代に、私は可能な限り、生徒に様々な
体験をさせたいと考えています。

体育祭、野外活動、修学旅行、文化祭、部活動、クラスマッチ、職場体験、福祉体験、
保育実習、平和学習、高等学校の体験授業、広島市中学校文化連盟の総合文化祭・ふれ
あい音楽会の発表、働く人に学ぶ会、心の参観日など、今年も計画しています。

５月１１日（日）の朝、町内一斉清掃があります。日頃お世話になっている
地域の皆様や家族の方と一緒に、ボランティア手帳を持って、中学生も清掃
に参加しましょう。




